
-
 
V
.

^
ラ
ン
プ
政
権
で
危
倶
さ
れ
る
の

が
、
世
晶
な
気
候
変
1
の

谿
み
「
パ
リ
璽
」
か
ら
の
米
国
の
離

脱
だ
。
パ
リ
璽
は
国
留
の
。
壕

生
0
 
と
需
さ
れ
て
い
る
た
め
、
パ
リ
協

定
の
行
方
は
環
境
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
重
要
な
国
1
の
将
来
を
占

、
ー
で
も
試
金
石
と
な
る
。

そ
も
そ
も
米
国
は
、
以
前
か
ら
気
候
変

動
分
野
の
国
1
に
対
し
て
厳
し
い
姿

勢
で
臨
ん
で
き
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
コ
ス
ト
が
米
国
企
業
の
1
低
下
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
ー
に
ー
な
オ
バ

マ
政
権
が
、
 
2
0
2
0
年
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
備
年
比
で
Ⅱ
%
削
減
す
る
と

い
う
目
標
を
W
年
に
肇
、
国
連
に
登
録

し
た
。
さ
ら
に
巧
年
、
オ
バ
マ
政
権
は
パ

リ
璽
へ
の
参
加
を
望
に
、
さ
ら
に
高

い
新
た
な
削
減
目
標
露
年
に
備
年
比
で

鈴
S
器
%
削
減
)
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の

目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
次
柊
自
,
種
能
と

低
コ
ス
ト
化
し
、
砥
で
ー
を
持
た

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ハ
イ
リ
ス
ク
な
技

術
開
発
へ
の
投
資
を
促
而
樽
や
金

誓
と
い
っ
た
政
策
的
な
輪
し
が
求

め
ら
れ
る
。

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
口
か
ら
は
蛋
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
技
術
革
新
を
論
し

す
る
紫
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
オ
バ
マ
政
権
の
太
晃
関
連
企

業
の
1
大
失
敗
だ
っ
た
と
切
り
捨

国
協
力
体
制
に
も
影
響

'
ー
ー
ー

町
.

■
亀

米
国
が
バ
リ
協
定
を
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
国

際
協
力
体
制
全
体
に
も
ひ
び
が
入
る
。

ー
ー
ー

お
お
さ
わ

大
津
秀
一
.
/
"
野
逸
捌

尖
和
総
研
経
済
境
調
査
部
主
任
研
究
一
貝
)
尖
和
総
研
経
済
環
境
調
査
部
長

て
、
石
炭
関
連
産
業
へ
の
支
援
を
約
事

る
な
ど
気
候
変
1
に
は
後
ろ
向
き
で

あ
る
。
正
式
な
蛋
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と

も
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
こ
れ
か
ら
4
年
間
は

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
次
1

術
開
発
に
は
強
い
向
か
い
風
が
吹
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
開
発
途
上
国

に
排
出
量
目
標
を
要
李
る
か
、
あ
る
い

は
米
国
に
1
目
標
を
認
め
さ
せ
る

交
渉
を
行
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

再
交
渉
が
決
裂
す
れ
ば
、
パ
リ
璽
か

ら
離
脱
せ
ず
に
蚕
施
(
何
も
し
な
い
)

を
決
め
込
む
か
、
上
院
に
諮
最
決
を
受

け
て
脱
退
申
竿
る
か
、
る
い
は
大
統

緩
限
で
脱
退
申
請
を
昔
っ
か
の
い
ず
れ

か
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
脱
退
を
申

請
で
き
る
の
は
パ
リ
璽
の
発
効
日
(
玲

年
Ⅱ
月
)
か
ら
3
種
、
さ
ら
に
勞
が

生
じ
る
の
は
脱
退
通
知
か
ら
1
種
(
2

0
2
0
年
Ⅱ
月
)
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
形

式
的
に
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
ゅ
,
つ
い
ち

ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
蓄
選

挙
で
、
「
パ
リ
璽
を
深
刻
に

み
て
い
る
し
、
最
低
限
、
同

璽
を
再
交
渉
し
、
最
大
限
、

何
か
他
の
こ
と
(
籬
脱
)
を

す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
発

言
し
た
。
選
挙
勝
裂
は
「
気

候
変
動
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン

な
心
を
持
っ
て
い
る
。
気
候

.

変
動
と
人
鼎
動
の
間
に
は

何
か
傑
が
あ
る
と
思
う
が
、
鞭
コ
ス

ト
次
第
だ
」
と
少
し
だ
け
修
正
し
た
が
、

経
済
に
偏
重
す
る
姿
勢
に
変
わ
り
は
な

再
交
渉
に
持
ち
込
む

記

ー
で
の
目
標
は
ー
の
枠
内
で
達
成

可
能
で
あ
り
、
仮
に
削
減
目
標
が
未
達
の

坐
口
で
も
罰
則
規
定
が
な
い
の
で
パ
リ
協

定
は
国
際
条
約
で
は
な
く
行
政
璽
で
あ

り
、
焚
工
に
諮
る
必
要
は
な
い
と
い
、
風

屈
だ
。
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
共
和
党
は
、

パ
リ
璽
は
法
的
拘
努
の
範
囲
は
限
ら

れ
る
も
の
の
、
霜
1
は
企
業
や

国
民
に
深
刻
な
響
を
与
え
る
た
め
、
上

院
の
承
認
は
必
要
だ
と
反
発
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
お
そ
ら
く
最
初
、
再
交

渉
に
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。
パ
リ
璽
は

す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
公
平
性
が
複

だ
が
、
削
減
目
標
に
つ
い
て
は
窪
国
が

排
出
量
目
標
で
あ
る
一
、
開
発
途
上
国

は
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)
当
た
り
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
な
ど
経
1
の
改

善
で
食
い
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
米

国
の
主
要
努
国
で
あ
る
中
国
と
メ
キ
シ

コ
(
パ
リ
璽
で
は
開
発
途
上
国
と
髪
)

は
排
出
量
が
増
加
す
る
見
通
し
に
な
っ
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

(
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
)
、
「
角
籍
テ
ロ
リ
ズ

ム
」
な
ど
の
他
の
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
国

号
よ
ー
ん
で
い
る
と
評
価
さ
れ

オ

巧
年
版
の
蒋
け
で
は
C
+
だ
っ
た
気

候
変
動
が
、
 
M
年
版
の
存
け
で
A
と
5

段
階
も
評
価
を
上
げ
た
。
も
と
も
と
気
候

変
動
は
科
学
的
に
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
て
お

り
、
公
益
の
存
在
を
理
解
し
や
す
い
こ
と

が
一
因
で
は
あ
る
が
、
奘
の
理
由
は
巧

年
n
月
の
国
連
気
候
変
動
緒
み
条
黎

幻
回
籍
国
会
議
(
C
O
P
幻
)
で
パ
リ

果
が
業
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
勞

保
の
璽
が
困
難
だ
っ
た
玉
国
と
開

発
途
上
国
の
二
分
論
を
乗
り
越
え
た
と
こ

ろ
が
、
儒
さ
れ
た
の
だ
ろ
、
つ
。

琴
生
の
パ
リ
璽
が
仮
に
崩
壊
、
あ

る
い
は
俳
す
れ
ば
、
蒋
け
で
2
位
以

下
の
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
国
留
は
な

お
一
層
、
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
が
予

想
さ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
掲
げ
る
「
自
国
フ
ァ
ー

ス
ト
(
米
国
第
一
主
義
)
」
は
「
自
国
の
経

済
成
長
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
解
釈
す
れ
ば
、

ぞ
こ
の
辱
を
受
け
る
の
は
、
自
国
の

雇
用
や
賃
金
査
に
官
1
を
与
え
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
貿
易
の
拡
大
」
(
グ
ロ
ー
バ

ル
貿
易
蒋
け
5
位
)
や
「
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
」
(
蒋
け
6
位
)
だ
る
っ
。

貿
易
に
つ
い
て
は
、
巧
年
の
全
世
界
の

貿
易
額
は
4
霊
続
霊
學
比
3
%
を
下

開
発
途
上
国

回
り
、
雀
国
、

、

C

、
0

し

そ
も
そ
も
オ
バ
マ
大
蓄
は
、
パ
リ
協

定
を
上
院
の
承
認
な
し
に
大
1
限
で

批
准
し
た
籍
が
あ
る
。
パ
リ
璽
の
部

パ
リ
協
定
は
等
生

パ
リ
璽
が
、
国
1
の
。
1
0

と
認
識
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
版
の
G
加
(
主
要
国
首
饗
議
)
と

も
言
え
る
米
国
外
交
問
題
輩
至
催
の

カ
ウ
ン
シ
ル
・
オ
ブ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
ズ
(
C

O
C
)
が
、
玲
年
版
の
グ
ロ
ー
バ
ル
主
要

W
課
題
の
国
留
の
蒋
け
で
「
気
候

変
動
抑
止
及
び
そ
の
希
へ
の
適
応
」
(
気

候
変
動
)
を
1
位
に
評
価
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
(
表
)
。

こ
の
専
け
は
、
県
の
主
要
シ
ン
ク

タ
ン
ク
が
、
各
国
の
政
等
響
が
課
題

の
優
先
順
位
を
つ
け
る
上
で
の
一
つ
の
判

ー
す
る
た
め
に
、
実
施
し
て
い
る
。

そ
こ
で
気
候
変
動
が
、
「
1
止
」
や

と
も
に
対
G
D
P
比
の
劃
口
が
減
っ
て
い

る
。
他
方
、
 
C
O
C
に
ょ
る
と
、
巧
年
1

S
W
月
の
間
に
発
生
し
た
貿
易
に
関
す
る

ク
レ
ー
ム
や
翠
は
5
3
9
件
と
聖
同

期
比
で
4
割
も
増
え
た
。
貿
易
の
拡
大
が

各
国
の
経
済
成
長
を
恕
さ
せ
る
釜
で

な
い
こ
と
が
、
 
1
藷
な
ク
レ
ー
ム

等
を
誘
発
し
て
い
る
可
稗
が
あ
る
。

「
優
先
度
合
い
」
の
順
位
で
は
、
那
年
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
貿
易
の
拡
大
」
は
W
位
と
な

り
、
巧
年
の
8
位
か
ら
低
下
。
「
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
」
も
玲
年
は
4
位
と
巧
年
か
ら
変

化
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の

よ
、
暴
状
況
下
、
大
国
で

あ
る
米
国
が
無
配
慮
に
自

国
経
済
を
優
先
す
れ
ぱ
、

1
義
が
各
国
に
連
鎖

的
に
広
が
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
主
要
課
題

の
優
先
慣
位
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
公
益
の
強
さ
に

依
存
す
る
と
考
え
る
の
が

自
然
だ
が
、
各
国
が
自
国

フ
ァ
ー
ス
ト
を
主
張
す
れ

ば
、
そ
の
強
さ
の
度
合
い

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
国

か
い
り

で
飛
離
し
、
国
留
に

亀
裂
が
生
ま
れ
る
こ
と
が

雲
さ
れ
る
。
特
に
、
自

国
の
経
済
成
長
フ
ァ
】
ス

ト
の
機
運
が
高
ま
れ
ば
、

角
間
の
政
府
に
ょ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
の
経

済
・
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
を
求
め
て
い
た
協
調
体

制
の
儒
が
生
ま
れ
、
新

た
な
金
融
・
経
港
機
に

つ
な
が
る
可
稗
も
否
定ヨ

で
き
な
い
。
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グローバル主要10課題の評価と順位の変動

1位 3位 5位候 C+A

2位 1位 6位核拡散防止 A-

3位 4位国際開発 C+B+

4位 5位グローバル・ヘルス B+ C+

5位 6位 10位グローバル易 C+B

6位 2位 4位グローバル経済 C+B-

7位 7位 8位サイバーガバナンス 3C-

2位8位 9位国家問暴力紛争 C

1位9位 8位9位多国籍テロリズム 0C-

3位10位 10位10位国内暴力紛争 2C- D

注)樹寸けの変化はA+、A、A-、B+、B、B-、C+、C、C-、D+、D、D-、F の1鍛階における変化
出所)カウンシル・オプ仂ウンシルズ「R即ort cardon Dlte如auonal C伽Paauon 2015-2016」を基に大和総研作成
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